
狩猟技術訓練施設整備事業について

自然保護課

１ 事業の目的

猟銃を使用する狩猟者を育成・確保するため、現在休場中である県立総合射撃場の

クレー射撃場を狩猟技術訓練施設として再整備する。

２ 事業の概要

鉛害防止対策を念頭に置いた平成29年度の県立総合射撃場利用可能性調査を踏まえ、

トラップ及びスキート射場各１面の開場に向けた工事を実施する。

工 種 内 訳 規 模

１ 土 木 工 事 造成、防護ネット、排水設備 等 １１，０００㎡

２ 法 面 工 事 法面崩落防止 ６，２００㎡

３ 電 気 工 事 ネット昇降用電源 等 一式

４ 建 築 工 事 車両保管・作業倉庫 １棟

５ 舗 装 工 事 場内舗装 １３，０００㎡

６ 備 品 等 鉛散弾回収車、鉛散弾回収用送風機 等 一式

３ 概算事業費の内訳

（単位：千円）

区 分 事 業 費

① 平成３１年度事業費（Ｈ３０補正予算額） ６９６，６１２

※予算財源の一部は、国庫補助金（315,888千円）を活用

② 平成３２年度事業費（予定） ８４，２７１

③ 全 体 事 業 費（①＋②） ７８０，８８３

４ 今後のスケジュール

①平成３１年度工事

内 容 年 月 工 種

平成３１年５月 土木、法面、電気及び建築工事
工事着手

（予定）

工事完成 〃 １１月 法面、電気及び建築工事

（予定） 〃 ３２年３月 土木工事

②平成３２年度工事

内 容 年 月 工 種

工事着手（予定） 平成３２年５月 舗装工事

工事完成（予定） 〃 ７月 〃

平成３２年８月（予定）③供用開始
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＜参考＞

整備の概要●

区 分 内 訳 数 量

防

護 トラップ射場 Ｈ＝２５ｍ、Ｗ＝１４０ｍ、１重 ３，５００㎡

土 ネ

木 ッ

工 ト スキート射場 Ｈ＝２５ｍ、Ｗ＝７５ｍ、４重 ７，５００㎡

事 工

一 式排水構造物工 等
場内造成、側溝・排水処理槽設置、

既設構造物撤去 等

法 面 工 事 法面モルタル ６，２００㎡

電 気 工 事 ネット昇降用電源 等 一 式

建 築 工 事 倉庫（木造平屋建、１棟） ５５㎡

舗 装 工 事 場内舗装、縁石設置 １３，０００㎡

●概算事業費の内訳

（単位：千円）○平成３１年度事業費

区 分 工 種 事 業 費

５７４，３４３国庫対象
造成工事、防護ネット工事、排水構造

物工事、電気工事 等

県 単 １２２，２６９
法面工事、構造物撤去工事、倉庫建築

工事 等

計 ６９６，６１２

（単位：千円）○平成３２年度事業費

区 分 工 種 事 業 費

県 単 舗装工事 ８４，２７１

計 ８４，２７１

（単位：千円）○全体事業費

区 分 事 業 費

国庫対象 ５７４，３４３

県 単 ２０６，５４０

計 ７８０，８８３
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